
ERINA賛助会セミナー

≪ ロ シ ア 東 部 の ビ ジ ネ ス 環 境 ≫

～日ロ地域間交流の促進に向けて～

2011年5月18日（水）

初めに：日ロ貿易と極東ロシアの貿易の特徴

１．地方企業の考え方（アンケート結果）

２．情報ハブ構想２．情報ハブ構想

３．ロシアとのビジネス推進スキーム

終わりに：重層的取組み

杉本侃（ERINA)

初めに：日ロ貿易とロシア極東の貿易の特徴

［ゴルバチョフ期］ ⇒ ［エリツィン期］ ⇒ ［プーチン期］ ⇒ [米国発経済危機＋

輸出入均衡 大幅な輸出入不均衡 輸出入著増(ピーク更新) 自動車輸入増税]

輸出は日本の得意産業 輸出の激減(中古車のみ) 輸出の中核は機械・鉄鋼 輸入も減少（資源価格暴落）

輸入は多様な品目構造 モノカルチャー的な輸入 輸入は5品目で9割超 輸出激減（自動車が著減）
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ロシア極東の貿易動向（100万ドル）
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≪ロシア・極東におけるビジネス環境の改善≫

１．アンケート結果骨子

企業の意識：ロシアへの関心

ERINA調査 ロシアとのビジネスを希望 50社余（ほぼ総ての回答企業）
（8県2市約550社に調査 有効回答50社余）

参考：JBIC調査 3年後の資本進出を予定 75社（回答者の14 5％）参考：JBIC調査 3年後の資本進出を予定 75社（回答者の14.5％）
（海外に3現法人以上を持つ製造業605社が回答）

ERINA調査集計結果

ビジネス支援組織 必要 84％ ――→
↓

過去に問題に遭遇 78％

対露ビジネスの課題（89回答中）

必要な機能（146回答中）

（１）情報：80件
（事前準備

＝転ばぬ先の杖）
（２）トラブル解決 27件制度：37件

通関・査証：15件
行政上の障壁（含：賄賂）：11件

その他（交通の便・言語・生活環境他）

（２）トラブル解決：27件
（困ったら

＝駆け込み寺）
（３）ビジネスマッチング：27件

（お見合い
＝紹介・斡旋）

２．情報ハブ構想（ERINA)

日

本

ロ
シ
ア

中
国
・ 本ア

他

「6月に中国東北部からスタート」で準備中。
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経済
発展省

外務省
経済

産業省

政 府 間 貿 易 経 済 委 員 会

地域
開発省

≪３．日本・ロシア極東ビジネス推進スキーム≫

ロ シ ア 側 日 本 側
大統領

政 府 政 府

地 域 協 力
分 科 会

貿 易 投 資
分 科 会

情 報 ハ ブ 情 報 ハ ブ

日ロ・ロ日貿易投資促進機構
ロシア側組織 日本側組織

ROTOBO
日本センター

極東地域大統領全権代表
外国投資誘致評議会

貿易投資促進機構地方支部

?

地方自治体の支援体制
（新潟県の例）

現 地
推進員

庁 内
チーム

Advisory
Group

JETRO NICO ERINA

ERINA

地方企業 地方企業

極東ザバイカル

経済協力協会

連邦構成主体
地方自治体
経済界他

地方自治体
経済界他

日本ロシア東部地域間協力WG

終わりに：ERINAの機能と重層的取り組み

Think ：基礎調査・研究

ビジネス支援

＆

Do：ビジネス支援

請う ご支援・ご協力!!
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